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誤字・脱字は、ご容赦下さい。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
影
響
を
受
け
る

県
民
や
県
内
産
業
へ
の
対
応

■
東
京
一
極
集
中
の
是
正

■
本
県
の
発
展
に
資
す
る
基
幹
産
業
の
誘
致

〇
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
加
え
、
県
内
産
業
及
び

経
済
が
立
ち
直
る
た
め
の
対
策
と
財
源
確
保
を
要
望
。

〇
地
域
の
文
化
活
動
の
支
援
要
望
。

〇
東
京
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
の
促
進
要
望
。

〇
医
師
確
保
要
望
。

〇
若
者
の
県
内
進
学
、
県
内
就
職
の
促
進
要
望
。

〇
基
幹
産
業
の
誘
致
要
望
。

〇
基
幹
産
業
誘
致
に
向
け
た
、
用
地
確
保
、
空
港
、
港
湾
、

道
路
等
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
要
望
。

〇
県
内
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
高
度
専
門
分
野
に
対
応
し

た
高
等
教
育
環
境
の
充
実
要
望
。

〇
高
校
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
等
の
充
実
要
望
。

〇
医
療
系
人
材
等
、
高
度
専
門
人
材
の
育
成
、
確
保
要
望
。

令
和
四
年
度
予
算
に
関
す
る
要
望

活
動
を
令
和
三
年
十
一
月
実
施

花
角
知
事
へ
要
望

稲
荷
教
育
長
へ
要
望
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県
政
だ
よ
り

県
内
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
伴
い
、
道
路
標
識
や
道
路
標

示
と
い
っ
た
交
通
安
全
施
設
の
補
修
の
必
要
性
に
つ
い
て
本

二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
質
疑
。

道
路
標
識
や
道
路
標
示
と
い
っ
た
交
通
安
全
施
設
の
維
持

管
理
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
予
算
確
保
と

緊
急
度
の
高
い
施
設
か
ら
優
先
的
に
補
修
を
行
う
べ
き
と
警

察
本
部
長
に
要
望
し
た
。

県
警
察
が
管
理
す
る
交
通
安
全
施
設
の
う
ち
、
道
路
標

示
、
と
り
わ
け
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
確
保
に
重
要
な
横

断
歩
道
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
重

点
補
修
を
進
め
て
お
り
、
約
二
万
九
〇
〇
〇
本
全
て
の
点
検

を
実
施
し
、
摩
耗
が
著
し
く
視
認
性
に
問
題
の
あ
る
も
の
と

し
て
約
六
〇
〇
〇
本
、
視
認
性
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
も
の
と

し
て
約
四
七
〇
〇
本
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

う
ち
摩
耗
が
激
し
く
視
認
性
に
問
題
の
あ
る
横
断
歩
道
約

六
〇
〇
〇
本
に
つ
い
て
は
本
年
度
で
優
先
的
に
補
修
し
た
。

ま
た
、
道
路
標
識
に
つ
い
て
は
、
県
内
に
約
一
五
万
本
設
置

し
て
お
り
、
順
次
点
検
を
進
め
て
い
る
。
令
和
三
年
十
一
月

時
点
で
約
六
八
〇
〇
本
が
退
色
や
老
朽
化
等
で
補
修
が
必
要

と
把
握
し
て
い
る
。

令
和
四
年
度
の
交
通
安
全
施
設
の
補
修
計
画
は
、
道
路
標

示
に
つ
い
て
は
、
三
か
年
計
画
の
二
年
目
と
し
て
、
引
き
続

き
摩
耗
の
進
ん
だ
横
断
歩
道
等
を
優
先
に
補
修
を
進
め
る
。

道
路
標
識
に
つ
い
て
も
、
新
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
重

点
補
修
を
す
る
。
そ
の
初
年
度
と
し
て
、
落
下
等
し
た
場
合

に
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
大
型
標
識
の
補
修

を
優
先
し
、
路
側
標
識
に
つ
い
て
も
、
補
修
の
必
要
性
の
高

い
も
の
か
ら
、
順
次
、
補
修
す
る
計
画
で
あ
る
。

道
路
標
識
や
道
路
標
示
の
補
修

見
え
に
く
い
道
路
標
識
の
計
画
的
補
修

■
本
県
を
担
う
人
材
の
育
成

〇
道
路
標
識
や
道
路
標
示
の
計
画
的
補
修
要
望
。

〇
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
徹
底
す
る
た
め
の
施
策
要
望
。

村
田
警
察
本
部
長
へ
要
望

■
歩
行
者
の
安
全
確
保
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県政にかかわる問題は、いつでもお気軽に相談下さい。

方
向
性
と
基
本
的
施
策

一
、
産
業
構
造
・
社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
職
業
能
力

開
発
の
推
進

■
産
業
を
支
え
る
多
様
な
人
材
の
育
成

■
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
へ
の
対
応

　

〇
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
階
層
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
整
備

　

〇
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
訓
練

　

〇
技
法
の
導
入

■
人
手
不
足
分
野
の
人
材
育
成

　

〇
建
設
、
介
護
、
福
祉
分
野
の
職
業
訓
練

　

〇
企
業
等
と
連
携
し
て
様
々
な
地
域
で
職
業
訓
練

■
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成

■
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
支
援

■
産
業
界
や
地
域
の
職
業
訓
練
等
の
実
施
と
人
材
育
成
推
進
体

制
の
整
備　
　

二
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
働
き
や
す
い
社
会
の
た
め
の
能
力

開
発
と
技
能
の
振
興

■
女
性
活
躍
の
促
進
に
向
け
た
職
業
訓
練
の
充
実

　

〇
育
児
、
介
護
と
両
立
で
き
る
柔
軟
な
訓
練

　

〇
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
新
し
い
生
活
、
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
に

対
応

■
高
年
齢
者
の
活
躍
促
進
に
向
け
た
職
業
訓
練
の
充
実

■
若
年
求
職
者
の
安
定
就
労
支
援

■
非
正
規
雇
用
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援

　

〇
働
き
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

■
障
害
者
の
能
力
開
発
と
就
職
支
援

■
技
能
の
振
興
・
継
承

今
年
令
和
四
年
は
壬
寅
年
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将
来
的
に
人
口
が
大
き
く
減
少
し
て
し
ま
う
問
題
に
対
応
す

る
た
め
の
人
口
減
少
問
題
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
出
生
数
よ

り
死
亡
者
数
が
増
加
し
て
起
き
る
自
然
減
と
、
若
者
な
ど
が
進

学
や
就
職
で
県
外
に
流
出
し
て
起
き
る
社
会
減
の
、
両
面
に
わ

た
る
対
策
が
常
に
議
論
さ
れ
実
践
さ
れ
て
い
る
。
事
の
解
決
は

単
純
に
は
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
合
的
に

地
道
に
取
組
む
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会
減
対
策
の
ひ
と

つ
で
あ
る
職
業
能
力
開
発
分
野
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　

感
染
者
数
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
の
観
点
よ
り

Ｑ
一
月
以
降
、
感
染
者
の
急
増
に
よ
っ
て
確
保
し
て
い
た
病
床

数
で
問
題
な
く
対
応
で
き
て
い
た
の
か
。

Ａ
第
六
波
に
備
え
て
病
床
を
一
〇
〇
床
増
床
し
、
ワ
ク
チ
ン
、

検
査
、
治
療
薬
等
の
提
供
に
努
め
、
入
院
待
機
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
運
用
も
開
始
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
病
床
使
用
率

は
、
二
五
％
前
後
で
推
移
。
重
症
患
者
数
は
少
数
で
、
病
床

は
ひ
っ
迫
し
て
い
な
い
。

■
県
民
の
安
全
安
心
確
保
に
つ
い
て

　

頻
発
化
し
て
い
る
自
然
災
害
か
ら
県
民
や
県
土
を
守
る
観
点
よ
り

Ｑ
「
防
災
・
減
災
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」

は
令
和
七
年
度
で
終
了
と
な
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽

化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
国
の
支
援
を
要
望
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
推
進
か
ら
も
、
国
の
有
利
な
財

源
措
置
が
不
可
欠
。
機
会
を
と
ら
え
て
国
に
要
望
す
る
。

■
地
域
医
療
に
つ
い
て

　

地
域
に
よ
っ
て
医
療
資
源
が
異
な
る
中
で
、
よ
り
良
い
医
療

体
制
を
整
え
維
持
す
る
観
点
よ
り

Ｑ
各
地
域
の
医
療
機
関
は
、
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
あ
り
方
が

変
わ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
観
点
で
医
療
提
供
体
制
の
整

備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
の
か
。

Ａ
地
域
の
中
核
病
院
の
機
能
強
化
と
周
辺
医
療
機
関
と
の
役
割

分
担
の
下
で
連
携
強
化
が
重
要
。
各
圏
域
で
議
論
を
行
い
、

県
内
三
圏
域
に
つ
い
て
重
点
支
援
区
域
の
選
定
を
受
け
、
医

療
再
編
に
取
組
ん
で
き
た
。
今
後
国
の
後
押
し
も
得
な
が
ら

取
組
を
進
め
る
。

■
観
光
施
策
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
観
光

資
源
を
活
か
し
た
施
策
の
必
要
性
か
ら

Ｑ
新
年
度
予
算
で
は
「
文
化
・
観
光
魅
力
発
信
事
業
」
や
「
文

化
を
活
用
し
た
誘
客
推
進
事
業
」
な
ど
、
本
県
の
多
様
な
文

化
資
源
を
活
用
し
た
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

事
業
実
施
に
向
け
た
課
題
と
取
組
方
針
を
伺
う
。

Ａ
新
年
度
に
設
置
す
る
「
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」
の
下
で
、

地
域
に
埋
も
れ
た
文
化
資
源
な
ど
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
の
磨
き
上
げ
や
、
本
県
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
な

ど
を
実
施
予
定
。
事
業
を
通
じ
て
、市
町
村
や
地
域
の
文
化
・

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
活
用
を
促
進
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

■
農
業
問
題
に
つ
い
て

　

老
朽
化
し
て
い
る
農
業
水
利
施
設
の
補
修
の
必
要
性
の
観
点
よ
り

Ｑ
農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な
補
修
対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
。

新
年
度
の
事
業
予
算
の
増
減
及
び
事
業
実
施
予
定
を
伺
う
。

Ａ
農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な
補
修
及
び
災
害
の
未
然
防
止
を

図
る
事
業
の
新
年
度
予
算
は
、
五
億
円
増
額
し
、
一
六
二
億

円
を
計
上
。
農
業
水
利
施
設
の
う
ち
用
排
水
路
約
二
六
km
、

頭
首
工
一
八
箇
所
、
用
排
水
機
場
五
九
箇
所
、
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
五
九
箇
所
で
補
修
等
を
実
施
予
定
。

■
財
政
問
題

　

国
の
成
長
率
に
見
合
う
県
の
税
収
見
込
み
は
あ
る
の
か
と
い

う
観
点
よ
り

Ｑ
国
は
、
令
和
三
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
二
・
六
％
程

度
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
一
・
七
％
程
度
と
見
込
み
、
年

度
中
に
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
回
復
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

本
年
度
の
本
県
税
収
見
込
み
を
伺
う
。

Ａ
本
年
度
の
県
税
収
入
決
算
見
込
額
は
、
当
初
予
算
か
ら
大
幅

に
増
額
と
な
り
、
現
時
点
で
は
約
二
、七
二
〇
億
円
程
度
と

見
込
ん
で
い
る
。

■
環
境
問
題
に
つ
い
て

　

あ
ら
た
な
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
と
は

Ｑ
今
年
度
改
定
後
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
」
の
具
体

的
な
内
容
は
。

Ａ
新
た
な
二
〇
三
〇
年
度
の
県
の
削
減
目
標
を
「
二
〇
一
三
年

度
比
四
六
％
削
減
を
目
指
し
、
更
な
る
高
み
を
視
野
に
入
れ

る
」と
し
た
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
脱
炭
素
燃
料
等
の「
創

出
」、「
活
用
」、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
「
削
減
」、
森
林
整
備
や
新

た
な
技
術
開
発
に
よ
る
「
吸
収
・
貯
留
」
の
四
つ
の
柱
の
取

組
を
重
点
的
に
進
め
る
。

■
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
目
指
す
た
め
に
、
ま
ず
県

が
取
組
む
べ
き
こ
と
は

Ｑ
政
府
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
踏
ま
え
、

ま
ず
は
行
政
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ
県
は
外
部
人
材
も
活
用
し
全
庁
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
最
適

化
等
に
取
組
み
、
新
年
度
前
半
に
、
新
た
な
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
や
公
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
モ
バ
イ
ル
環
境
の

整
備
な
ど
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
職
場
風
景
を
一
新
す
る
働
き

方
改
革
を
進
め
て
い
く
。

人
口
減
少
問
題
対
策
特
別
委
員
会
で

議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

期
間
は
令
和
三
年
か
ら
令
和
七
年
の
五
年
間
と
な
る
。

改
定
理
由
は
、
大
き
く
次
の
三
つ

■
産
業
構
造
と
社
会
環
境
の
変
化

　

人
手
不
足
、
成
長
分
野
の
人
材
育
成

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
対
応
す
る
人
材
育
成

　

生
産
性
の
向
上

■
誰
も
が
活
躍
で
き
る
働
き
や
す
い
社
会

　

女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

　

能
力
開
発

　

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
働
き
方
の
変
化
へ
の
対
応

■
技
能
の
振
興

　

も
の
づ
く
り
の
魅
力
向
上
と
発
信

　

技
能
尊
重
気
運
の
醸
成

第
十
一
次
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
計
画
を

な
ぜ
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

私
の
主
な
一
般
質
問
の
抜
粋

所属委員会	 建設公安委員会
	 人口減少問題対策特別委員会




